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La2-xSrxCuO4 の不足ドープ領域では、超伝導抑制に伴ってスピン密度の空間変調を伴った磁気
秩序状態が増強される。そのため、この磁気秩序状態が超伝導と競合する状態であると考え
られている。今回、過剰ドープ組成での磁気秩序の有無を明らかとし、その一般性を調べた。 
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１．目的 
 
銅酸化物高温超伝導の研究において、未だ解決されていない重要な課題として、超伝導と磁気秩序
の共存・競合の問題がある。代表的な高温超伝導体である La2-xSrxCuO4では、不足ドープ組成や最
適組成で、磁場や不純物置換で超伝導が破壊されると、格子非整合な相関を持った磁気秩序状態が
増強・誘起されることが知られている[1,2]。しかし、超伝導相全域で同様な磁気秩序が誘起される
かどうかは、過剰ドープ組成の系統的実験がないため不明である。本研究では、超伝導が抑制され
た場合の磁気基底状態として、普遍的に格子非整合磁気秩序状態が存在しうるのかどうかを明らか
にする。 
 
２．方法 
 
La2-xSrxCuO4に対して、強い超伝導抑制効果を持ち、不足ドープ領域では静的磁気秩序状態を強く
安定化させる Fe元素で Cu元素の一部を置換し、格子非整合相関を持つ静的磁気秩序状態が過剰ド
ープ領域で出現するか否かを、高分解の三軸分光器 LTASを用いて調べる。 
 
３．研究成果 
 
今回の研究課題に関する実験で、La1.70Sr0.30Cu0.09Fe0.01O4では低温で磁気秩序が出現することが明
らかとなった。不足・最適ドープ組成で誘起される磁気秩序状態の結果と同じく、観測されたピー
クは（π, π）付近に 4つで、ピーク構造の詳細な解析から、格子非整合度は 0.16 (r.lu.)、ピーク幅
の逆数に対応する磁気相関長は~70 Åと見積もられた。また、ピーク強度の温度依存性の測定から、
磁気秩序が発達し始める温度は~17 Kであることもわかった。 
 
４．結論・考察 
 
過剰ドープ領域で磁気秩序が誘起されることから、超伝導と競合する状態として反強磁性磁気秩序
状態が一般的に存在することが示唆される。また、格子非整合位置に磁気秩序ピークが観測された
ことから、空間的に長周期の変調を伴った磁気秩序状態であると言える。ただ、格子非整合度はこ
れまで非弾性散乱領域で観測されていた値(̃12 (r.lu.))より大きく、この食い違いの原因を明らかに
するためには、今後、弾性散乱領域での非整合度の組成依存性や、不足・過剰ドープ組成で格子非
整合度のエネルギー依存性を調べる必要がある。 
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